
片中生活だより 
          生徒指導担当 

                       『学校と家庭でともに考え話し合おう!』 

生活目標 ４月  「規律ある生活をしよう」 
新年度が始まりました。誰もが新たな気持ちで、少し不安で緊張感のある学校生活を送って

いくことでしょう。当たり前のことを、当たり前にできる学校を目指しましょう。そして、つ

まずいても前向きな気持ちを忘れず、生徒会目標「左見右見」を意識して生活を送ることで、

あたたかな片中の土台をつくることがでると願っています。 

片山津中学校は、「温かな人間関係の中で、生き生きと自主的に活動する生徒の育成」を教育

目標としています。以下の項目について学校と家庭が連携し、あたたかな片中にしていきたい

と考えています。生徒のみなさんも下記の（１）～（５）について理解し、温かで生き生きと

した学校生活が送れるように努力していきましょう。 

 

（１）あいさつ・返事 

 

 

 

 

 

 

（２）正しい身なりと着こなし 

 

 

 

 

 

 

（３）不要物、交通安全について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気持ちのよい「あいさつ」「返事」ができる片中生を目指します。友達や先生、地域の

方々に自分から元気にあいさつができるようにしましょう。また、注意や助言を受けた時

は真摯に受け止め、自分自身を見つめ直し、素直に「ありがとうございます」や「ごめん

なさい」が言える一人ひとりになってほしいと思います。 

 「服装の乱れは心の乱れ」と言われるように、入学当初にできていた身なりやの着こな

しが時間の経過とともに、ルーズになっていくことがあります。正しい身なりは礼儀であ

り、着こなしは清潔感をもたらし周囲の人に清々しさを与えます。制服、体操服ともにTPO

に応じた身なりと着こなしができるようにしましょう。※TPO…（時・場所・場合） 

  学校に不要な携帯端末や金品など、不要物は持って来てはいけません。どうしても必要

な場合は、担任に理由を話して、預けてください。交通安全については、みなさんの尊い

「命」を守るためにも、交通ルール・マナーの遵守を徹底しましょう。今年はスワトン保

育園が開園し、交通量も多くなっています。違反が度重なる場合には、保護者とも相談

し、安全のため許可を取り消す場合もあります。「二人乗り・並進の禁止」「夜間のライ

ト点灯」「信号の遵守」「一旦停止・安全確認」の４つをきちんと守り、登下校をしてほ

しいと思います。 



（４）いじめをしない、許さない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）コン活ルールについて（再確認） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）授業について 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者の皆様へ＞ 

 

 

 

 

 

 

   

全校集会で執行部３名から記録ノートの学期の振り返りと行動目標についての説明が

ありました。□「いじめを許さない意志」では以下の５項目が設定されています。 

①クラスメイトに対してあたたかな言動ができる 

②相手の話を最後まで聞くことができる。 

③悪口や陰口のような言葉に同調したり、ひろめたりしない。 

④困っていたり、悩んだりする人がいたら声をかけ、親身になって話を聞く 

⑤いじめを止めることができる。 

この４月新しいクラス・仲間とのかかわりや関係の質を高めてほしと思います。 

「安心して自分の思いを語ることのできるクラス・学校」を目指し、あたたかな雰囲

気・ムードをつくってほしいと思います。 

 

 

 

授業の心得３か条守る。 

・ベル学をしよう 

・姿勢を正し、相手の目を見て話を聴こう 

・課題に真剣に取り組もう 集中・積極的な発言・質問 

※この４月は「ベル学」（授業のはじめとおわりの挨拶）をきちんと取り組もう。 

３年生は、進路について具体的に考える時期になりました。お子さんの思いに耳を傾け

ながら、たくさん話し合っていただければと思います。 

  ２年生は、中学校生活にも慣れ、安易な方向に流されやすい時期でもあります。あたた

かく、また時に厳しく、見守っていただければと思います。 

  １年生は、新しい環境の中、しばらく緊張が続きます。充分な休養と規則正しい生活を

心がけてください。新しい生活に慣れるのは、大人でも難しく、時間がかかります。長い

スパンで考え、見守っていただければと思います。 

 月初めにこの便りを出させていただきます。一年間よろしくお願いします。 

片中の「コン活ルール」を再確認します。 

２ 使用する場面 

 ・休み時間や放課後に使う時も、先生が認めたこと以外には使いません。 

 上記のことを自分で考え、判断していくことがこれからみなさんに求められる力で

す。コンピューター端末は非常に便利で学習にも有効です。しかし、使い方を間違える

とトラブルに発展する危険性も大いにあります。コンピューター端末をどのように使う

か、その目的を自分で考えて学校生活で使用するのが中学生です。「コン活ルール」を

守り、安心・安全・快適に活用し、より豊かな学びにしてほしいと思います。 

 

 

 


